
 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 

～ 子どもを愛するということ ～ 
 

 私の知人の眼鏡店のオーナーから聞いた話です。 

眼科医から処方箋をもらい、眼鏡を、特に医療用・治療用の眼鏡を作りに来る親御さんのかなりの

方がこう言うそうです。眼鏡をかけさせなさいと言われているにもかかわらず、自分の子どもが周り

がよく見えない生活をしているのにもかかわらず、 
 

「メガネをどうしてもかけさせないといけませんかね？ メガネを掛けるこの子がかわいそう
で…。出来ればかけさせたくないんですが…。」 
 

眼鏡は格好悪かったり、わずらわしかったりするからこの子にはかけさせたくない、かわいそうだ

と言う思いです。 

みなさん…お気づきになられましたか。この親御さんの言っていることのおかしさに。「かわいそ

うだ」の向いている方向の間違いに。そうなのです。現在、周りが良く見えずに生活している我が子。

見えにくいということは、いろいろなことに影響をあたえ、危険なはずなのに、見えにくいというこ

とが原因でうまくできないことがあって苦しんでいる我が子よりも、眼鏡をかけさせることの方がか

わいそうだと言っているのです。それは、我が子がよく見えるようにならなくていいと言っているの

と同じことです。我が子を愛しているのなら、見えにくいままでいることの方がかわいそうなはずで

す。かわいそうだから眼鏡をかけさせたくないというのは、その「かわいそう」の本当の意味（誰が

かわいそうで、何が本当にかわいそうなのか）を思い違いしている、我が子を可愛がるということを

思い違いしていると言えると思うのですが。 

そして、いかがでしょうか。お子さんのゲームやYou Tube（ユー チューブ）などのゲームやメ

ディアに接している時間が長いことが心配になりませんか。そこで、少し考えていただきたいのです。

次のように「どこかの誰かが言っていたからやめなさい」という言い方をしていませんか。 
 
 「長い時間、ゲーム機やスマートフォンで遊んでいるのは、脳の発達に良くないと、学校の先

生も言っているし、テレビで有名なお医者さんも言っていたよ。」 
 

 これも“ずれている”と思います。子どものことを本当に、一番に心配しなければならないのは、

誰なのでしょうか。 
  

「親として、私は、我が子であるあなたの心と体が不健康になるのが心配だ。」 
 

と、是非、強く言ってください。そして子どもと一緒にルールを考えて、それを守らせてください。 

 以前、千田小学校の子どものゲームなどに接している時間が非常に長く（年間２０００時間以上の子もい

ます）、「ゲーム（メディア）依存症の入り口」に近い状況にあることを学校だよりでお知らせしました。そ

の後の生活アンケートなどの結果をみると、まだまだ状況の改善は見られません。「我が子のため」に、ぜひ

ともお願いします。                            （校長  目黒 栄一） 
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〔新しい学習指導要領総合的な学習の時間のポイント〕        （総合主任 木嶋明子） 
１ 改訂のポイントは何？ 
  総合的な学習の時間には教科書がありません。学校独自の計画に基づいて実施されています。
新指導要領の改訂のポイントは以下の三つです。 

  ①総合的な学習の時間の目標は、各学校の教育目標を踏まえて設定する。 
  ②課題を探求する活動を通して、各教科等で育成する資質・能力を、相互に関連づけ、実生活・

実社会の中で活用できるものにする。 
  ③探求の過程で、各教科等を超えた学習の基盤となる資質・能力（言語能力、情報活用能力な

ど）を育成することを明確化する。 
２ 総合的な学習の時間における「主体的・対話的で深い学び」とは？ 
 ☆主体的な学び・・・課題設定とともに振り返りを重視する。自分事として課題を設定し、解決

の見通しをもった学習活動を設定する。振り返りは、自らの学びを意味付
けたり、価値付けたりして自己変容を自覚し、次への学びへと向かうよう
にする。 

 ☆対話的な学び・・・多様な他者と協働的に探求活動に取り組み、生きて働く知識や技能を習得
したり多様な情報を得たり、新たな知を想像する場を構築したりする。 

 ☆深い学び・・・・・各教科の特質に応じた「見方・考え方」を総合的に働かせて探求すること
で、個別の知識や技能は関連付けられて概念化し、能力は実際の活用場面
と結び付いて汎用的となり、多様な文脈で使えるものとなる。 

 


